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	応用
	抗原情報
	背景
	ブラジキニンは9アミノ酸ペプチドであり、炎症、外傷、熱傷、ショック、アレルギーなどの病態生理学的状態において産生されます。ブラジキニンに結合し、これらの病態生理学的状態への反応を媒介する2種類のGタンパク質共役受容体が発見されています。この遺伝子によってコードされるタンパク質はこれらの受容体の1つであり、組織損傷後に新規に合成されます。受容体への結合は細胞質カルシウムイオン濃度の上昇につながり、最終的には慢性および急性の炎症反応を引き起こします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見出されています。[RefSeq提供、2011年9月],機能：これはブラジキニンの受容体です。慢性疼痛および炎症の要因となる可能性があります。,オンライン情報：ブラジキニン受容体エントリ,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;補体および凝固カスケード;アクチンおよび細胞骨格を調節します。
	画像データ
	

	BDKRB1抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	BDKRB1抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

